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Studies on Peat Humic Acid 1 
On the Determination of Carboxyl， Hydroxyl 
and Molecular Weight. 
Mitsuo Sasaki and Toshio Yahata. 
Abstract 
The humic acid was prepared from the reed and moss peats of Hokkaido and 
oxidized p巴atsby the Arnold's me七hod. Following res巴archeswere carried out on 
the above samples， 
(1) Carboxyl-and Hydroxyl radi巴alsin the humic acid was determined by Ubal-
dini metho:l. 
(2) Carboxyl radicals was measured by Cathion exchange reactions， which was 
proposed by Fuchs， viz.， base exchange reaction carboxyl hydrogen ion and sodium 
10n. 
(3) Molecular weight was determined indirectly from the value of Carboxyl-and 
Hydroxyl radicals graphically. 
It comes to the calculation that the hydroxyl radicals in humic acids was almost 
the same and about 5% in the peats of different source. This result was alike with 
brown coal-and lignit巴humicacid. 
The carboxyl values in humic acids was prov日dto be very different according 
to their sources or their pretreatm巴nts. The highest value was about 24% and 10-
west value was 13.8%. The value showed a tendency to drop by weathering. 
The mole巴ularweight was measured to be 2300 or above for humic a巴idin fresh 
reed peats， and 1300 for those in th白 p日atspretreated by nitric acid. The molecular 
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オく 分 灰 分 i フレミン酸重量 備 考
(%) (%) (矧
石狩産低位泥炭 13.01 9.25 27.00 1ヵ月風乾
美唄産高位泥炭 16.21 5.43 40.50 4ヵ月風乾





灰分を除去すると共に糖類、その他を加永分解して除くために， 試料 20gに20色塩酸 400ccを
加え， 還流冷却器をつけ空気を遮断し良く撹持しつつ， 70_80oCに1時間処理し， 終了後渡、
過洗糠し， 800Cにて乾燥した。 次に樹脂， ロヲ，脂肪などを除去する目的をもって，上記の















精カリ 25ccを添加し， 1時間湯浴上で鹸イじを行い，冷却後減過し，残濯を 80%アノレゴ{ノレで
充分に洗rl菜し，洗液は溶液に合し， ブェノ{ノレブタレインを指示薬として N/10塩酸で滴定し
た(第一段滴定)。
次に残誼を 80%アノレコー ノレ 50cc;こ浮遊せしめ，撹伴下に 25分間炭酸ガスを通じた。 終
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! = N/10 HClの力価
結果は1l)'&2表，第3表に示す通りである。




















フミン酸の種類 COOH基 OH基 COOH基 OH基 備 考
(当量) (当量) (%J (%) 
石狩産塩酸処理 322 325 13.8 5.23 一カ月風乾
同 硝酸処理 186 327 24.2 5目20 向上
同 塩酸処理 177 372 25.7 5.20 一年間風乾
同 硝酸処理 175 356 25.7 4.78 同上
美唄産塩酸処理 1 187 297 24.0 5.73 四カ月風乾
同 硝酸処理 160 327 28.1 5.20 向上
釧路産塩酸処理 172 308 26.1 5.53 向上



























(%) I (%) 
比 考
石狩産塩酸処理 2.0 13.8 1: 6.9 一カ月風乾
同 硝酸処理 3.4 24.2 1: 7.1 同上
同 塩酸処理 2.8 25.7 1: 9.2 一年間風乾
同 硝酸処理 3.3 25.7 1: 7.8 同上
美唄産塩酸処理 3.0 24.0 1: 8.0 四カ月風乾
同 硝酸処理 3.5 28.1 1: 8.0 同上
型n路産塩酸処理 2.3 26.1 1 : 11.3 同上







泥炭のみが 13.8%と低い値を示したのに対し， 調iI路産低イ立泥炭，美唄産高位泥炭では 24%以












なお Ubaldiniの法により得られたカノレボキジノレ基量とのよじは，おおむね 1:7-8 (中には 9-11
というのもある)・であった。樋口比9)は亜炭ブミン酸の場合 1:9であったと報告しているが，
(146) 














Vノレ:基，J.K酸基の引をとり， カノレボキ Vノレ基1個存在する場合の分子量に対するカノレボキ Vノレ
基の百分率を求めた。これらの点を結んだ線がカノレボキ i/ノレ基1個の場合の分子量に対する理




基 5.2%のところで同様にして A/，B/， CI， D/が得られる。 A，B， C，DにJ対応する AI，B/， 
C1， D/を結んだ線が分子量を示すのである。 しかし第4表のよじよりして， この場合カルボキ
ジノレ基は 7でなくてはならぬ故 D--D'を結んだ線が， ブミシ酸の分子量を示していること~'':'
なる。すなわち 2300が分子量である。この場合 D-D'線が横軸vc.:..平行で?なくてはならない。
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この結果低位泥炭プミン酸の分子量は 2300を少し上回った値であると考えられる。 それ
は泥炭を 1カ月風乾したため若干緩慢なる空気酸化を受け分子量が幾分低下しておるものと思
われるからである。このものを硝酸酸化した場合おおむね分子量は 1/2になるようでゐる。又
4カ月風乾， 1年風乾試料の結果，緩慢なる空気酸化によってもかなり分子量は低下すること
がわかった。なお同程度の風乾を行なったwJi路産低位泥炭と美唄高位泥炭とを比較して，高位
泥炭ブミシ酸の分子量は低位泥炭ブミン酸よりも低い値をもつものと考えられる。
本研究はある種の泥炭について，又特定の活性基のみについて定量した結果であるからこ
れをもってすべてのフミン酸にあてはめることはできないこと勿論である。
本研究iこ対し御指導を賜わった佐藤久次教授，並びに実験に従事した半井和三，江頭i歩，
弥勤I涜豊の三君に対し厚く感謝の意を表するものである。
(昭和初年 日本化学会北海道支部大会発表)
(昭和田年4月初日受理)
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